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2017年8月28日～9月3日の間、2017年日本中
国文化交流協会大学生訪中団に参加し、視察した
結果を下記のとおりご報告致します。
日中国交正常化45周年を記念し、駐日中国大
使館（程永華大使）のご招待により、日本中国文
化交流協会大学生訪中団の一員として、中国を訪
問した。北京に2泊した後に、貴陽に3泊、上海
に1泊の計1週間の行程であった。
今回の訪中の目的は、中国の大学生と交流する
ことにより相互理解を深め、中国の生活文化に直
接触れ、より客観的に中国を理解することであっ
た。今回の訪中団は、日中文化交流協会事務局の
方9名、全国の様々な大学から集まった大学生、
大学院生91名の計100名で構成された。学生が大
学で専門としている分野は、中国文学、経済学、
芸術等様々であり、我々のように理工学を学んで
いる学生はごく少数であった。
8月27日。出発前夜に今回の旅を共にする団員
と顔合わせを行った。今回の大学生訪中団団長で
あり、映画監督の小栗康平氏から、今回の訪中の
目的、現在日中間の関係について説明があった後、
激励のお言葉をいただいた。
8月28日。羽田空港発の飛行機で北京へと向
かった。飛行機の中では団員の学生と交流をし、
これから始まる1週間の長旅への期待に胸を膨ら
ませた。北京到着後、万里の長城へ向かった。幸
い天気にも恵まれ、万里の長城に登ることができ
た。万里の長城は2300年以上も前に築かれたと
いう。これだけ大きいものを築くことができたこ
と、そして今もなお現存していることに驚いた。
8月29日。北京大学化学院の学生と交流をした。
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我々と同じ理系の海外の研究者と話すことは非常
に貴重な体験であり、今後どのような研究をして
いきたいか、海外で研究をすることの意義につい
て熱く語り合うことができた。交流の際は英語を
利用したが、中国の一流の学生は英語が非常に堪
能であり、海外へ挑戦することに対する恐れが無
く、学ぶことに対するハングリー精神がとても高
いと感じた。また、今回のメインイベントである
中日大学生千人交流大会に参加をした。今回の交
流を通して、両国の青年が中日友好の社会、民意
の基礎を構築し、両国が平和的に共存し、代々友
好を保っていくことを誓った。北京大学で仲良く
なった学生とは、いつか必ず世界のどこかで、研
究者として再会することを約束した。海外に同じ
研究者を志す切磋琢磨できる友人ができたことは
この訪中での一番の思い出となった。
8月30日。この日の午前中は、北京にて、世界
遺産に登録されている故宮博物院を参観した。故
宮博物院は、ラストエンペラーの舞台となった場
所であり、私たち日本人にも馴染みのある建物で
あった。ここでは、王宮の建物の構造や階級の仕
組みを学んだ。自分の足で王宮中を巡ることで、
より一層、中国王宮の歴史を肌で感じることがで
きた。故宮博物院は、敷地面積が広く、建物は当
時の風格が現在も残っているように感じられた。
そして、この日の午後は北京から貴州省の貴陽へ
飛行機で向かい、貴州柏頓酒店にて宿泊した。
8月31日。貴陽の発展や文化を学んだ。午前中
は、都市規画館とビッグデータ発展センターを訪
れた。都市規画館では、五カ年政策にて貴陽が福
祉、自然、学業、都市計画において発展した経緯
を視察することができた。2020年には、交通機
関も完備され、更に貴陽が発展する見込みという
ことであった。また、ビッグデータ発展センター
でも、貴陽の発展について学んだが、ここでは、
顔認証システムの完備や、SNSや交通機関の情報
をビッグデータとして、貴陽が管理している仕組
みの説明を受けた。貴陽といえば、多民族の地域
で貧困層が多い地域と思われがちだが、ビッグ
データを管理する都市として目覚ましい発展が起
きている地域であることに圧倒された。そして、
この日の午後は、孔子堂を訪れた後、貴州民族大
学の日本語学科の学生と交流した。日本語学科の
学生は、日本語を学び始めてから1～2年しか
経っていないと話していたが、短期間とは思えな
いくらい上手な日本語を話し、私たちとのコミュ
ニケーションも積極的にとってくれた。夜には、
貴州省の民族舞踊を鑑賞した。貴州省には、多民
族の地域であるため、数えきれないほどの民族衣
装や民族舞踊を楽しむことができた。貴州省は、
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都市として発展する側面、多民族も大切にしてい
ることが感じられ、中国の中でも特殊な地域なの
ではないかと感じられた。
9月1日。昨日とは一転して貴州省の自然や文
化を触れ合う時間が多かった。まず、黄果樹の滝
という中国で最も有名な滝を訪れ、滝の飛沫を浴
び貴州省の自然の壮大さを感じた。夕食では前日
交流した貴州民族大学の日本語学科の専攻の生徒
と一緒に食事をした。生徒との会話では中国の一
般家庭での食事など中国での暮らし方を聴くこと
ができ、日中間での生活の相違点があることに驚
かされた。
9月2日。長らく滞在した貴州を去り、飛行機
で上海に向かった。上海に着くと豫園に行った。
そこは古風な建物が立ち並び、昔の中国の庭園を
再現したかのような場所であった。夜は日本でも
有名な上海雑技の鑑賞を行った。体の柔軟さなど
の個々の能力の高さが伺える芸や、協調性が必要
な完成度の高い芸、マジックなどの多様なパ
フォーマンスを観ることができた。
9月3日。最終日は、田子坊と外難に行った。
昔の中国の商店街をそのまま再現したかのような
田子坊は、多くの人で賑わっていた。一方、煌び
やかな夜景で有名な外難では、近代的なオフィス
ビルが立ち並んでいた。上海を去り、成田空港へ
の帰路に就いた。解散の際は、1週間前に初めて
出会い不安で胸が一杯だった時とは裏腹に、惜別
の時に目頭が熱くなっていた。
今回の訪中団を通して何度も言われてきた「若
い世代である私たちがこれからの日中関係を築い
ていく必要がある」ということを実感した。日中
の両国でそのような想いがあるにも関わらず、日
中間の溝があるということはとても悲しいことで
ある。我々は今回の訪中団で相互理解、相互協力
の大切さを学んだ。日本にいて我々が耳にする中
国のニュースは良いニュースばかりでは無い。中
国に行く前はそのような印象が余り良くない情報
を見たときに、自分で調べずにその情報だけを鵜
呑みにして中国という国のことを判断してしまっ
ていた。しかし、今回の訪中で実際に中国に行っ
て中国の方と交流をすることで、自分は今までと
ても狭い見方をする世界で生きていたという事に
気づかされた。新しい見方に気づいた今、私達が
多くの人に実際に自分の目で見た本当の中国につ
いて伝えていく必要があると感じた。日中は互い
を見習い、学び、競うことでより良い関係が築け
ると思う。最後になりましたが、日中文化交流協
会のご支援により、昨年に引き続き今年も4人の
学生が訪中することができました。心より感謝い
たします。
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